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関係のある課題について，内外の諸研究の成果を総合的に概観・展望したものとする。

5.論文は，査読委員によって審査され，編集委員会において，その掲載の可否が決定される。

6.規定枚数を超過したもの，および図表，写真等の製版・印刷等，特に費用を要するものは，別途執筆者

の負担とする。

7.別刷りは執筆者の負担とする。

8.本誌に掲載された論文等の著作権は障害科学学会に帰属し，無断で複製あるいは転載することを禁ずる。

9.投稿論文の内容について，十分に人権および倫理上の配慮がなされていなければならない。

執筆規定

1 .原稿の仕様 原則としてワープロを用い， A 4判用紙に25字x32行 (800字)で印字された原稿を提出

すること。 A4判用紙の原稿2.5枚は織り上がり 1頁に相当する。和文では，本文，文献，図表，要約
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